
登山文化を守り、継承するため
全登研集会で語り合いましょう

（久保典子／日本勤労者山岳連盟　副理事長）

　

全
国
登
山
研
究
集
会
（
全
登
研

集
会
）
を
１０
月
２９
（
土
）
〜
３０
（
日
）

に
東
京
で
開
催
す
る
。

　

全
登
研
集
会
は
、
全
国
の
仲
間

が
登
山
活
動
の
な
か
で
、
組
織
拡

大
、
遭
難
対
策
、
自
然
保
護
な
ど

具
体
的
な
活
動
経
験
を
全
国
の
仲

間
と
交
流
し
学
び
と
る
場
と
し

て
、
労
山
の
運
動
・
組
織
を
前
進

さ
せ
る
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て

き
た
。

　

集
会
内
容
は
、
最
初
に
新
理
事

長
川
嶋
高
志
か
ら
の
「
基
調
報
告
」

を
行
う
。
こ
れ
は
、
今
年
の
２
月

の
総
会
で
労
山
の
役
員
体
制
が
新

し
く
な
っ
た
。
新
理
事
長
か
ら
、

全
国
労
山
は
２
０
２
０
年
以
降
の

コ
ロ
ナ
禍
で
ど
の
よ
う
に
登
山
活

動
に
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
登
山
界
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
に

つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

記
念
講
演
は
、
三
俣
山
荘
の
支

配
人
伊
藤
圭
氏
に
、「
山
と
人
と
街 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
仮
題
）
― 

伊

藤
新
道
の
復
活
、
三
俣
山
荘
図
書

室
、
山
小
屋
の
未
来
―
に
つ
い
て

話
し
て
い
た
だ
く
。
伊
藤
圭
さ
ん

は
労
山
創
設
者
伊
藤
正
一
氏
の
御

子
息
で
、
古
い
労
山
会
員
な
ら
伊

藤
正
一
氏
の
山
小
屋
、
三
俣
山
荘

経
営
を
支
援
す
る
「
雲
上
の
集
い
」

に
参
加
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
伊
藤
圭
さ
ん
は

厳
し
い
自
然
の
中
で
通
行
不
能
に

な
っ
て
い
る
「
伊
藤
新
道
」
の
復

活
に
も
取
り
組
ん
で
い
て
、
こ
の

秋
に
は
歴
史
あ
る
登
山
道
が
復
活

す
る
予
定
と
の
こ
と
。
貴
重
な
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
な

る
。

　

分
科
会
は
講
演
を
生
か
す
形

で
、
４
分
科
会
と
し
、
運
営
面
も

①
「
山
小
屋
の
諸
問
題
」
は
ハ
イ

キ
ン
グ
委
員
会
、
②
「
登
山
道
と

遭
難
対
策
」
は
遭
難
対
策
部
、
③

「
岩
場
の
マ
ナ
ー
と
ア
ク
セ
ス
」

は
青
年
学
生
委
員
会
、
④
「
魅
惑

の
ト
レ
イ
ル
、
そ
の
楽
し
み
方
」

は
実
行
委
員
会
と
、
全
国
労
山
の

総
合
力
で
実
施
し
て
い
く
。

　

参
加
者
が
「
自
由
に
語
り
、
学

び
、
ふ
れ
あ
い
交
流
」
の
あ
る
楽

し
さ
を
満
喫
で
き
る
集
会
と
し
て

企
画
し
た
。
実
行
委
員
は
じ
め
、

理
事
・
役
員
は
総
力
を
あ
げ
て
集

会
日
を
迎
え
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願

い
し
た
い
。

カモシカスポーツ武井真理

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.62

できる
かな？

　　　
行って

みよう
！

箱型のキャリー・ザ・サン。上部がソー
ラーパネルになっています。カラー
でお見せできないのが残念ですが、
とてもやさしい光です（私は「ウォー
ムライト」タイプを愛用）

こどもの名入れもで
きる、木のスプーン

名入りのスプーンを手にして

ランドポート社　￥3,190 －（税込）
※灯りの色が違う「スモールクールブライト」￥3,190 －、ひと周り
大きなサイズの「ミディアムライト」シリーズ￥4,290 －も展開して
います。

￥880 －（税込）
※文字入れサービス無料。2 週間～ 1 ヶ月ほどお時間をいた
だきます。

　大人気、やさしい光のソーラーランタン。太陽の光
さえあれば、どこでも充電可能！という、とても画期
的な灯りです。
　上部のソーラーパネルに太陽光をあてるだけで充電、
という気軽さ。替えの電池の携行からも解放されます。
電池いらずなので、こどもが取扱うときにも、電池の
誤飲等の心配がなく安心。収納もコンパクトで、歩き
ながら、車で移動しながら…の充電も可能。明るさの
調節もボタン一つなので、こどもにも簡単にできます。
　防災用品として備えても◎。キャンプなどで普段か
らソーラーランタンに触れる機会があれば、こどもに
も「いざという時にこういうものがある」と、身近に
感じるきっかけになるかもしれません。
　エネルギー源の確保が環境に負荷が少ないうえ、操
作も容易。製造元のランドポート社は、電気が通っ
ておらず不便な思いをしている途上国へ灯りをとどけ
る仕組みや、使えなくなった灯りをリサイクルする仕

組 み も 確 立 し て い ま
す。登山用品の世界も
SDGs へ の 取 り 組 み が
叫ばれるようになって
きましたが（環境への
負荷が少ない染料を使
う等）、キャリー・ザ・
サンは、その先駆けと
いえるでしょう。

　あたたかみのある、木のス
プーン。カモシカスポーツで
は、この木のスプーンに、山
にまつわる言葉を刻印して販
売していますが、お客様のご
希望の文字を入れるサービス
も行っています！「こどもの
名入れ」も可能なので、私
も、自分のこどもや、姪用に
つくってもらいました。プレ
ゼントにもおすすめ。山ごは
んの盛り上げにいかがでしょ
うか。
　専門スタッフが、1 本 1 本、

手作業で文字を入れ
ているため、お時間
がかかります。詳細
は店頭にてお尋ねく
ださい。

～番外編～

夏のテント泊
盛り上げグッズ編

　子づれハイキングやキャンプの最盛期に活躍
しそうな、ちょっとたのしいグッズ、かつ、長
く使えそうなグッズを紹介します。

キャリー・ザ・サン
「スモールウォームライト」

カモシカオリジナル
「木のスプーン」

テントの頂点にぶら下げて、
キ ャ リ ー・ ザ・ サ ン の 灯 り
に照らされる
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